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   「情」の、原初的「情」と派生的「情」の二つの段階において、ただ派生的「情」だ 
  けが不善に流れる可能性があるが、その原因は二つある。一つは、別稿「朱子の「心」」 
  （前掲）で既に論じた通り、つまり、常人の心臓の中の空間に集まる最も清らかな気に 
  濁り（状態や量などは人によって異なる）が付着していて、その濁りが邪魔となって原 
  初的情感をありのまま外に現せない、ということになっているからである（二九二～五 
  頁を参照）。もう一つは、「思」が外物の誘惑を受けて意欲や感覚や認識などの心の働き 
  を不善に流れるように働かせたからである（本稿の注の（67）を参照）。 
（54）「心如水、情是動處、愛即流向去處。」（『語類』、九五頁）、「心如水、性猶水之静、情 
  則水之流、欲則水之波瀾」（『語類』、九三頁） 
（55）「又問、意與情如何。曰、欲為這事、是意。能為這事、是情。」（『語類』、三四九頁） 
（56）「志是公然主張要做底事、意是私地潛行間発處。志如伐、意如侵。」（『語類』、九六頁）、 





























－  72  －
  皆出於心。知是知覚處、意是発念處。」（『語類』、三○○頁） 
（58）「仁則有知覚，癢則覚得癢、痛則覚得痛、癢痛雖不同、其覚則一也。」（『語類』、一二 
  九七頁）、「知覚便是神。触其手則手知痛、触其足則足知痛、便是神。」（『語類』、二三 
九七頁） 
（59）「如知得寒、覚得煖、便是知覚一箇物事。」（『語類』、二四七○頁）、「人心是知覚、口 

























－  73  －
朱子の 「情」
孫路易
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